
既存の運転曲線作成システム「SPEEDY」における運転時隔計算機能を拡張

し、新線建設や線路配線改良時に必要となる閉そく割り（信号機配置）の検討

作業を支援する機能を開発しました。

閉そく割りの評価機能、提案機能、編集機能の3つの機能により、閉そく割り

検討作業の省力化と脱技能化が図れます。

⚫ 【評価機能】信号現示の遷移（以下、信号現示系統）に対する減速距離や運転時

隔（各信号機での列車の運転間隔）が条件を満たすかを、線路線形と併せて確

認できます。減速距離計算は、複数車種を用いた信号設備検討用運転曲線から

算出可能です。

⚫ 【提案機能】ユーザーが指定する目標運転時隔を満たすよう、駅間の信号機配

置を提案します。

⚫ 【編集機能】閉そく長と減速距離の関係や時隔曲線を確認しながら、信号機位置

や信号現示系統を編集できます。

信号技術研究部（運転システム）

運転曲線作成システムSPEEDY
による閉そく割り検討支援

鉄道事業者において、信号機

配置の検討に活用されています。
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閉そく割り検討業務と支援機能

⚫新線建設や線路配線改良時に

おける閉そく割り検討作業の

支援ツールとして、信号現示

系統の編集や運転時隔の確認

に活用できます。

⚫閉そく割り検討作業にかかる

時間を大幅に短縮できます。

②運転時隔の計算
 

閉そく割りの決定

③閉そく割り
の評価

• 運転時隔
• 信号機数 など

①信号現示系統の編集・減速距離確認
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運 輸

閉そく割り評価結果の例

時間を基準とした閉そく割り提案手法

閉そく長

信号機位置

減速距離
または不足距離

時隔曲線図
（各信号機における運転時隔）

信号現示系統

時隔曲線

線路線形
（最高速度、曲線、勾配）

信号機建植
禁止区間

T（目標運転時隔）≧ T1（先行列車の通過時間） + T2（続行列車の接近時間）
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建植済み
信号機
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T1+T2が目標運転
時隔以下の範囲

目標時隔を満たす
最も遠い位置ｘ

続行列車の時間曲線
（列車先頭と後端）

先行列車の時間曲線
（列車先頭と後端）

提案機能により作成された閉そく割りの例
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最も大きい運転時隔
 2分29秒

目標運転時隔を満たす閉そく割りを提案

探索条件

新たな信号機
の建植位置
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